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要 旨 ： こ れ ま で に モ ル タル 系補修材を打 ち継 い だ RC 梁供試体 を作製 して 実験的 な検討 を行

い ，種 々 の 断面修復方法の 補修効果に つ い て 明らか に し て きた。
一

方，コ ン ク リー ト系補修

材 を適用す るケ
ー

ス や施工 要因の 影響お よび実構造物で の 検証 がな され て なか っ た。そ こ で ，

本研究で は ， 新たに実験的な検討を行 うと ともに ， こ れ まで の 試験結果や実橋調査データ と

を比較検討 した。その 結果，補修 RC 梁中の残留塩分 と銅材腐食の 間に は，環境条件に よ り

腐食の 進行 度が 異 な るもの の
， ある

一
定の 関係 が ある こ と ， 補修材 の 種 類やか ぶ り厚 さお よ

び防錆剤 の 使用 の 組み合わせ に よ り補修効果が異なる こ となどを示 した。

キーワ ード ：補修 RC 梁，残 留塩 分，銅材腐食，マ ク w セ ル 腐食

t．はじめ に

　筆者 らは ，種 々 の 断面修復方法の 補修効果に

つ い て 実験的な検討を進め て きた
1＞2）。 こ れま で

の 検討 によ り ， PC 橋で使用 され る強度 の コ ン ク

リー トに施 工欠 陥が 生 じな い よ うに モ ル タ ル 系

補修材を打ち継い だ供試 体に関 し ， 1）マ ク ロ セ

ル 形成 に 起因す る銅材腐食の 占め る割合は 母材

部の 残留塩分が 少 ない と相対的に 大 きく，残留

塩分が多 くなる とそ の 割合が相対的に小 さくな

る ，
2＞補修材 の 中 には補修部に配 置 され て い る鋼

材の 腐食を助 長 させ る材 料が あ る ， 3）暴露試験は

促進試験 と比 べ マ ク ロ セ ル 電流 の 強 さは最大

114で あ る こ となどを明らか に して きた。

　
一方，こ れ ら の 結論は ，

コ ン ク リ
ー

ト系補修

材で 検討され て い な い こ と ， かぶ りの 大小や 防

錆剤の 塗布な ど の 施 工 要因に言及 して な い こ と，

お よび補修工 事 へ の フ ィ
ー ドバ ッ ク 手法が 不明

確 であ る こ とが研 究課題 として残 され た。

　した が っ て ， 本研 究では ， 上記 の 課題 を解明

す る た め ， 新た に 実験的な検討 を行 うと ともに ，

これま で の 試験結果や実橋調査デー
タ とを比 較

検討 した 。

2，検討方法

2．1 検討概要

　 こ れま で の 実験 で は，黒皮付きの 異形鉄筋 D13

を用 い て 供試 体 を作製 し ， 促進試 験 （シ リ
ーズ

1 ）と暴露試験 （シ リ
ーズ n ）を実施 して い る 。

こ の 内 ， シ リーズ llは 2 年弱（710 日）で 試 験を終

了 し，供試体を解体 し て 腐食状況を確認 した 。

　新 た な実験 （シ リーズ 皿 ）で は ，質量減少 率

が少 ない 範囲の 測定精度 を向上 させ るた め，み

が き棚 φ 13  に変更 し，22 節 に示す要領に

従 い
， シ リ

ーズ 1 と同様 の 促 進試験 を行 っ た 。

　実橋調査デ ータは ， 既往文献
3）9）を引用 した 。

調査 対象は 撤去 されたPC 橋で あ り，　 A 橋 は橋長

144m の 5径間ポ ス トテ ン シ ョ ン 方式nc 単純桁橋

で ， 撤去 時の 供用年 数は 34 年 ， 初回補修が供 用

16 年目に実施 され て い た 。 B橋は支 間長 8．75m の

プ レテ ン シ ョ ン 方式 PC 単純桁橋で あ り，初回補

修は供用 13 年 ，撤去が 26 年 目であっ た。両橋

とも ， 日本海沿 い の 海岸 に近接 し て 架設 され ，A

橋は 100皿 ddを超す飛来塩分が観測 され，　 B 橋は

冬季 の 悪天候 時には海か ら の 波が 直接桁下面 に

か か る状況にあっ た と報告 されて い る。

＊ 1　（独 ）土木研 究所　技術推進本部構造物 マ ネ ジ メ ン ト技術チ
ー

ム 交流研 究員　（正 会 員）
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　（独）土木研 究所　技術推進本部構造物 マ ネジ メ ン ト技術チーム 主席研 究員　工 修 　（正会員）

＊3 東北大学　大学院工 学研究科土木工 学専攻助教授　工博　（正会員）

＊4　（社）プ レ ス トレ ス ト ・コ ン ク リ
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2．2 シ リーズ皿の試験 方法

　（1）使用材料

母材部には設 計基糊 鍍 40N1  
2
相 当の コ ン

ク リ
ー

トと して，WIC ＝40％（C＝408k9 〆m3 ）の 配合

とした 。 補修部 には ，
モ ル タル 系補修材 として ，

ポ リマ ーセ メ ン トモ ル タ ル （PCM ），セ メ ン トモ ル

タ ル （CM ）， 軽 量 ポ リマ
ーセ メ ン トモ ル タ ル

（LPCM ）を市販品 よ り選 定した。また，二・ ン ク リ

ー ト系補修材 と し て ， 文献 5）を参考 にWIC ＝40％

（C＝438kg〆m3 ）か っ WP ＝30．3％ の 高流動 コ ン ク リ

ー
ト（高流動）を使用 した 。物性値 を表一1 に 示 す。

なお，こ れ らの 材料に導入す る塩分 （内在 C1
−
）

は ，所定 の 塩 化物 イ オ ン 量 にな る よ う原 子量 に

応 じて 585／35，5 倍 の NaC1を練混 ぜ 時に添加 した。

　（2）供試体

　供試体は，図 一1 に示す よ うに母材部 の 長手方

向 鯆 修部を打 ち継 い だ 100xloox400   の形

状を基本 とし ， 長 さ 170  の 鉄筋を所定 の か ぶ

りとな る よ う母材 と補修 部 に分 割 して 配置 した。

こ の分割鉄筋は ， 供試体の 外部で リー ド線を接

続 して 1本 の 鉄筋 となるよ うに し た。

　表一2 に示す実験パ ラ メータ の うち，内在 cr

量は 1．8k9 〆m3 を基準に O．5−−5 倍 の 範囲 で 設定 し

た。また ，かぶ 孵 さは PC 橋 の 最小 か ぶ り 25  

に加 え，モ ル タ ル 系補修材は 10  の 場合 も作製

した。なお ，防錆剤は内在 α
一
に応 じた使用 量 を

メ
ー

カ
ー指定の 方法にて塗布 し た 。

6roup 　 A ： 内 在e「 と補修材の 種 頬を甕化させ た供試体

；［口 。 が ，丸

　 ］ 』or」 013

Gro 凵p　 B ： 母材部の み の 供試体

lE［！］
乢

薗
10凵＿」 ヱ凵 dL

Group 　 C
’

： か ぷ りを爽化 させ た供 賦体

蒼「［］尸
「 L ⊥皿 ＿」

20

　 打継 目

1丿
一

ド線 　（飼芯〕

　（3）促進条件及び測 定要領

　作製 した供試体は ， 約 1．5 ヶ 月の湿空養生後，

JCI・SC3 の 乾湿繰返 し法 （3 日間 の 湿潤 期間（温 度

65℃ ± 3℃ ，湿度 90〜95％）と 4 日間 の 乾燥期間（温

度 13℃± 2℃，湿度 6（P／。以 下）を組 み合わせ て 1

サイ ク ル として 計 20 サイ ク ル ）を実施 した。

　試験中は ，文献 1）に従 い
， ひび割れ観察，自

然電位，分極抵抗および マ ク ロ セ ル 電流を測定

した 。 また ， 試験後 に鉄 筋を取 り出 し，JCI・SCI

を参考に ， 腐食面積率 と質量減少率 を確認 し た 。

表一1　使用材料の 物性値

部 　位 材料 名
圧 縮強度

辱

（N 〆mm2 ）

比抵 抗 牌

（Ωm ）
備 考

母 　材 コンクリート 62，1 113 合 40−8−20H
PCM40 ，0 161 体ボ 型マー使 用

補　修
CM 59．且 332 ・

’
敗一無 し

LPCM26 ．4 671 体ガ 脚
一
使 用

高流動 65．8 178 合 40−600−13H
1湿 空養生 28 日 帥 湿空養生 91 日 （JISA1132 の 圧縮強度用

供 試 体 よ り，φ　IOO × 50mm を 3 個切 り 出 し，　LCR メ
ー

タ で

測定 し た。比 抵抗 は測 定周 波数 1kHz の 結 果 と した。）

表一2　実験パ ラ メ ータ

項 　 目 パ ラメ
ー

タ

内在 C1
一
量

母 材 部 ：0．0，09，1．8，3・0，4・5，9・0

補修部 ； L8 ，0．0　 （単位 ・  1m3）

補修 材 の 種 類 PCM ，
　 CM ，

　 LPCM ，高流動，な し

かぶ り厚 さ 10mm ，25mm

防錆剤の 塗布 未塗布，補修鉄 筋，母材表面

Group　 D ； 騎鰤剤を使用 した供試体 〔補借鉄筋に 整布1

1［［ヨ
血

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 防錆剤 〔モ ル タル 系〕

　 Greup　 D
’

： 防銅剤 を使 用 した供試体 （偲材 表面に 塗霜 ，

能圄
血

防銅剤 1亜 硝酸 リチ ウ厶 水 溶液 1

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 リ ード縁　〔銅 芒レ
　 　 　 　 　 　 シーリン グ
リ
ー

ド線融付 け部

の是理

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 削孔怪2mm

　　　　　　　　　　 TO 　（ハ ン ダを流 し込む）

図一1　 供試体の形 状寸法
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3．残留塩分と鋼材 廣食に 関する実験検討

3．t シ リーズ皿の試験結果

　腐食状況の 結 果 を表一3 に 示 す。

　母材部に内在C1
一
を導入 した供試体に 着 目す

ると ， 質量減少率が最大 で 0．24％であ り，腐食が

確認 され た い ず れ の 供試体 も軽微な表面錆 が 打

継 目か ら 50   の 範囲に集 中して生じて し・た 。 ま

た ， 腐食に伴 うひび割れ は，No．21供試体を除き，

生 じる こ とがなか っ た 。 こ の No．21供試体の 質量

減少 率 は 0．16％ と シ リ
ーズ 1 で 確認 され た ひ び

割れ発 生 の 下限値 0．3％ を下回 っ て い るが ， 腐食

が狭い 範囲に集 中 して 生 じ て い た な ど の 要因に

よ り偶発 的に 生 じ た もの と考え られる 。

　一方，補修部に 内在 Cl
一
を導入 し た供試体 で は ，

補修材 LPCM を用 い た 全て の 供試体にお い て ，補

修部 中 の 銅材腐食が確認 され た。

3．2 シ リ
ーズ 1 ・皿 の 促進試験結果の 整理

　シ リ
ーズ 1 の結果よ り ， 母材部に 1．8〜13．5kg！

皿
3
の 内在Cl

一
量（CL）を含む場合 ， 母材部鉄筋 の 質

量減少率（WL ）と の 間に式（1）の 関係 が あ る
L）

。

n （％）＝0，03・CLi−n （1）

　
一

方 ， 内在cr 量を 1．8k91m3 以 下 と して も，質

量減少率がか えっ て 大 き くなるケ
ー

ス が あ っ た。

こ の 原因は マ ク ロ セ ル 形成 の 影響で あ り ， 残留

塩 分を完全 に 除去 して も，腐食反応 を完全 には

停止 で きな い 場合が ある こ とを示 して い る 。 し

たが っ て，表一3 中の 質量減少率が 1．ekgtin3以下

で最大とな る値 を用い ，式（2）〜（3）の ように質量

減少 率 の 下限値 を設 定 した。

モ ル タル 系補修材を使用する場合 1

wr ＝ O．10％ （α ≦ 2．Okg ／m3 ）

コ ン ク リー ト系補修材 を使用 する場合 ：

〃Z ＝0．04％（（兀 ≦ L2   ／〃13）

（2）

（3）

　上記（1）〜（3）の 提案式 と こ れ ま で の 試 験結 果を

対比 す る と，シ リーズ 皿 の 内在Cr 量 L8kg！m3 を

超え る範囲 に っ い て は提案式 に よ り与え られ る

値よ り小 さくな っ た〔図
一2）。 そ の 理 由 と し て，

鋼材 の 前処理 が 影響 して い る可能性 もあ るが，

腐食ひび割れ が生 じない 供試体で は 腐食速度が

抑制 され て い たも の と考える。

　　　　　 表一3　腐食状況の結果

實 食面積串  鷺量 減少 串｛瓢）
No．グル ープ

内寉 cr
｝
量

（  ！m う

補修材

の租類 母材 補 修 母材 補修

PC蘭 α06QO3
母1．8福 1．8CM154 α06 α01

2004o
PO α04 α05

母ao補 1．8C 闕 α03qo1
LPCM 3．90 α05 α10
PC輔 0．04 α03

母0．9輔0，0CM 0030 ．00oo

α〔口 o
母1．8補0，0 嗣 α04 矼α2

LPCM α03o α2

PC鬧 oo6004
母3．o椋 〕ρ CM004 ao2

123456789

　
1112131415161718

冊
2021

盟

232425262728

Gro叩 A
LP ◎M 022 α07oo6
PCM618 α16 α03

母4．5補0，0CM α10 α02
しPCM 尊59 α04 一
PCM662 024 α04

母9．0栢00CM221 α17 α〔口

LPC 鬧 1176 0．16 α04
0 辱1．　 1．8

　　 1．8
　　　 0

α02 αα2
〔LO4 α01 α0弓

1．　　 0 萵流動 aα2oo3
α04 α0100

．0
1．32 α07q α2
221 叺19 α03

PCM oo6ao2
母1，8補1．8CM092

α 6 α03 一
〇〇2

PC 蘭 Z2101 α05

29303132

調

3435

母aσ補1お
C闡 α01 一

Gru」p σ
PCM α03 一

母1，8補oρ
  α03 α04
PC蘭 1985 15qo2

鷁
母鱒 樽 臣0CM

乞54 aloao1
PCM 006 口02

母1．8補 1£
c 鬧 0．04 一
PC 酬 0ρ5 α0冒

母0．0橘1．8

3738

諦

　
4142

紹

“

Gm1」ρD
PC酬 α 002

母1．醐匝0c
α15 一

PCM287 駄12F
母45補 α0CM

α44 010 一
1．　　 0 ao4ao35

　

744Gm 叩 D
’

4」　　 0PC 鯆 184 0160 ．02
49 9．　　 0 86 α 24oo2

18 055 00746
“

50Grou
ρ84 ．5 加 5

90 2．94 α 2a

注　）
一

：試験体採取　にキ つ e測　を行わな　っ た。

00
　
　
　
00
　
　
　
10
　
　
　
01

10
　
　
　
　
　
　
　
　
0
　
　
　

0

　（
δ

時
令
爆
咽
蟹
e
灘
鍾
箆
頬
掣

注 ）内在 α
’
量0．9〜13．5　 rn3 は、愚

● シ丿
一
ス
’
1琳 鳧秉

o シ」
一
ス
’
皿 モ帥 ル系

X シ丿一λ
，
皿コ” リート系

働 o、o補 18

の 鴛修 齷

◇

◎
X罵

　　　　　　　　 o

　　 〆 v 丶
　 　 t　　　　　 監

　 　 ■　　　　　 ，

　 　 t　　　　　ノ

｛il“li，・．v：− t

　　　　 票瓢
　 　 g■亀5・・．　コン ク1丿一ト

　 　 　 　 　 渠櫨修材

　 O．1　　 　　　　 10　 　　　　　 10，0　　　　　 1000

　　　　　　　内在C「量（kg／m3 》

図 一2　内在 Cl一量と質t 減少率の 関係

一1109一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japan Concrete Institute 

NII-Electronic Library Service 

Japan 　 Conorete エnstitute

4，施工 要 因 と補修効果に 関する実験検討

4，1 補修 材種類の 影響 （シ リーズ皿 ）

　内在C1
一
量 と自然電位 の 関係 を図一3 に示

す。こ こ で ，自然電位 の 測 定は湿潤期間中に

リー ド線の 接続を切 り離 した状態で 行 っ た。

また，測定電位の 温度補正 は行 っ て な い 。

　図
一3 よ り，内在Cr 量が 3．Ok91m3を超え

る と ， 次第に母材部 と補修部 の 間に電位 差が

生 じ，母材部が ア ノー ドとな る 傾 向 で あ っ た。

　
一

方，それ以下の 内在Cl
”
量 にな る供試体

で は ， 補修材高流動 の 自然電位が母材 ・補修

部 とも貴な電位にな る の に対 し，モ ル タル 系

補修材で は 同程度あ る い は卑 な電位 に移行

し た 。 特 に ，補 修材 LPCM で は ，補修部に

1．8kg〆m3 の 内在Cr が存在す る場合 ，母 材 ・

補修部間の 電位差が生 じ，補修部が ・350mV

よ り卑な電位 とな り ， ア ノ
ー

ド化 し た e

4．2 か ぶ り厚 さの影響 （シ リ
ーズ皿）

● 鯏 都 　　　 o 補修椰

　 一500

　 −350

鷲
：：：：

駆
諸
齧一3・・

釜一2。。

　 −50
　

−500

　
−350

　
−ZDO

　母 材に近い 比 抵抗を有する補修材を用 い た供

試体で は マ ク ロ セ ル 電流が高抵抗材 料を用い た

場合 よ り大きい
1）。こ の 際，か ぶ り厚 さが異な る

と液抵抗（Rs）が変化 す るなど マ ク ロ セ ル 形 成が

懸念 され る 。 そ こ で ，
マ ク ロ セ ル 腐食反応 を模

擬 した等価な電気回 路 モ デ ル
のを用 い て マ ク ロ

セ ル 電流量 を試 算し，こ れ と実験値を比較 した。

試算は ，打継 目近傍の 150  を対象 とした解

析 モ デル にお い て Rp ＝ 20，100．500kΩcm2 と した 3

ケ
ー

ス の 電 流1を算出 し （図 一4），これ よ り促進

試験 20 サイク ル 中 （湿潤期間 60 日分） の 積算

電荷量と して 求めた 。
こ こ で ， Rp は表

一2 中 の

コン クリ
ート　　　　　 R5

又 は＃修材

電気二 重層

　 打纏 目　　　 竃流1

、、 ！　 Rs／ 、、　 、、

鉄

　

　

　

　

　

図一4 マ ク ロ セ ル電流の 試算条件
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図
一3　内在 Cl　−t と自然電位の 関係

内在 Cl
一
量 を導入 した各供 試体で測 定 された値

を 目安 に設定 し ， 母材 ・補修 部 間 の 電 位 差 を

50mV ，　 Rs とRp を便宜 上 どの 位置 も同値 と した。

　積算電荷量の 試 算結果 と実測 値 の 関係 を図
一

5 に示す。こ こ で ，液抵抗Rsは ， 母材部の 比抵抗

に 区間長 30mm を乗 じ，供試体全幅 とか ぶ り厚 さ

の 2 倍 の 面積で 除 し た 値 と し た。こ れ よ り， 試

算値 と実測値は ， 完全 には
一致 しな い もの の ，

分極抵抗 100kΩcm2 程 度 以下 の 範囲に 限れ ば，液

抵抗Rsの 変化に伴 う積算電荷量 の 変動 が小 さい

試算結果 の 傾向と概ね
一

致 した 。

　以上 よ り ， かぶ り厚 さが腐食反応 に及 ぼす影

響は 本検討の 範囲で は小 さい もの と 判断 され る。

　 200

至15。

讙
舞1・・

華 5。

§
　 　 o
　 　 0．0　　　　0．5　　　　1．0　　　　1．5　　　2，0　　　　2．5　　　 3．O
　 　 　 　 　 　 　 　 液抵抗 Rs （kQ ）

図
一5　積算電荷t の試算結果 と実測値の 関係
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4．3 防錆剤使用の 彫響 （シ リ
ーズ 皿 ）

　防錆剤の 使用は鋼材 の 不働態 の 形 成を促す な

どの 効果 が あ る こ と か ら，そ の 影 響 の 有無に つ

い て 分極抵抗値 よ り検討 し た （図
一6）。防錆剤

を未使用 と し た 場合に比 べ て補修 鉄筋に塗布 し

た場 合 （図
一6 上），内在Cl

一
量 L8〜3．Ok9／m3 の

範囲で 分極抵抗が明 らか に高 い 値を示 し た 。ま

た ，母材表面に塗布 し た場合は未使 用 の 場合 の

分極抵抗に 近 い 値 を示 し た （図
一6下）。

　以上 よ り，補修 部に配置 され て い る鉄筋への

防錆剤 の 使用は ，多量の 塩分を残留 させ な い 範

囲にお い て ， 分極抵抗を高め る こ とで腐食を抑

制 して い る と推察 され る 。 ま た ， 母材部の 表 面

に 塗布 し て 短期間で 腐食を抑制 させ るケース で

は期待す る防錆効 果が 得 られ な い 可能性が あ る。

5．供試体試験 と実橋調査と の 比較検討

5．1 環境条件が腐食の 進行度に 及ぼす影響

　 140日間 の 促進試験 と710日間の 暴露試験 よ り

得 られ た質量減少 率の 関係 を図
一7に 示す 。

こ れ

よ り ， 両者は よい 相関性を示 して お り，その 比

率 は概ね 1 ： 1で あ っ た。した が っ て，今回 の暴

露試験に対す る 促進 試験 の 促進倍率は 5 倍程度

で ある と算定 され る 。 また ， 今回 の 暴露環境 に

お ける腐食の 進行度（WLy ）は，促進試験 の 結果 よ

り得 られ た式（1）〜（3）が暴露 2 年分に相 当するも

の とす ると ， 式   と して示す こ とが で きる。

雕 y（％ ／year）＝α015・CLI
−n

（4）

　ただ し，
モ ル タ ル 系補修材で WLy ≧0．05％ t年，

コ ン ク リ
ー ト系補修材で WLy ≧O．02％ t年 とす る。

5．2 提案式の 適用性に 関する検討

　実橋調査データと提案式の 比較を図一8 に示

す 。
こ こ で ， 実橋調 査デー

タは ，PC 桁の 下フ ラ

ン ジ部 よ り採 取 した銅材 1 束の 平 均質量減少量

とそ の 周辺部 （A 橋の PC 銅材に対 して はグラ ウ

ト）の 塩化物 イ オ ン 量の調査結果で あ る 。

一方 ，

試算値は ，解体調査 に よる銅材周辺 の Cl
一
量をも

とに して ，式（4）（モ ル タル 系補修材）に よ り求

めた a こ の 際，鋼材周辺 の （1．一 は，建設時 は少

iOODe

　 　 1000

呈
0 　　 10e

α

占 loooe

簍
暴 1…

toe0

，9 1．8　　　　　　　3．0　　　　　　　4．5
内在Cl

−
t （  ／m3 ）

図
一6　防錆剤使用 と分極抵抗の 関係
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図一7 促進 ・暴露環境に よる質量減少率の関係
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図一8　実橋調査デー
タ と提案式の 比較

な く ， 初回 補修時ま で 増加 し，そ の 後は 定常状

態に移行 し た もの と考え られ る。し たが っ て，

cr 量 は 供用期間を通 じて危険側 の 算定 とな る

定常状態の 値を用 い る こ とに した。

　図
一8 よ り ， 実橋にお ける質量減少率は ， ひび

割れが生 じた部位を除き ， 調 査データ の 最大値

が提案式に よ る試算値に概ね
一致 した。また，

それ以 外 の 大半の 調査デ ータに対 しては ， 質量

減少量 を安全側 に見積 もる結果となっ た。
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5．3 質量減少率 と引張強さの関係

　鋼材腐食が構 造物 の 耐荷力 に及 ぼす影響は ，

鋼材 の 機械的性 質を指標 と して 評価する必 要が

あ る 。 そ こ で ，シ リーズ 1〜皿 の うち腐食 した

鉄筋の 引張試験 を実施 し，こ れ と実橋調査 デー

タ と を比 較し た （図
一9）。 そ の 結果，引張強 さ

の 減 少率 は質量減 少率 の 1〜4 倍程度 の 範囲 に広

く分布 して い た，こ の よ うに両者の 関係が ll

1 とな らな い の は，質量減少率が 平均的な断面

減少率で ある の に対 し，引張強 さの 減少 率は 最

大 断面減少率を反映す るた め と考え られ る。ま

た，デー
タ分布 の 中心は，鋼材 の 種類，試験環

境 あ る い は 供試 体試 験 と実構造物 と の 違 い に か

か わらず，概ね 2 倍程度 とな っ た。

6，まとめ

（1）補修 RC 梁中の 残留塩分 と鋼材腐食 に は 一定

　 の 関係 があ り，モ ル タ ル 系補修材は コ ン ク リ

　 ー ト系補修材 よ りもマ ク ロ セ ル を形成 し易

　 い こ とを考慮 し ， 式（1）〜（3）を提案 し た ．

（2）補修材の種類によ っ ては，補修部鉄筋が母材

　 部鉄 筋 と の 電気 的な接続 に よ り ア ノー ド と

　 な る 以 外 に ， 塩 分 の 多少 の 侵入 に よ りア ノ
ー

　　ド化す る材料が あ っ た 。 したが っ て ，補修材

　 の 選定に あた り，こ の よ うな こ とが生 じな い

　 実績 の ある材料や既設 コ ン ク リー トと同質

　 な材料で ある こ とを検討 す る必 要がある。

（3）かぶ り厚 さを薄 くして 補修す る場 合，母材 部

　 の 腐 食の 進 行 が抑 制 され て い る 状 態で あれ

　 ば，腐食が助長 され る こ とはなか っ た 。

（4）今回使用 した防錆剤は，多量の塩分を残留 さ

　 せ な い 範囲 にお い て ， 補修鉄筋に塗布す る こ

　　と 自体は 有効で あ っ た 。

（5）環 境条件に よ り腐食 の 進行度は 異 な る もの

　 の 促進試験 と暴露試験 には 良い 相関性が あ

　　り，供試 体試験 と実構造物 との 間 にも
一定 の

　 関係が見 られた。また ，提案式（4）は，ひ び 割

　 れ が明 らか に生 じるケ
ー

ス を除き，塩分を残

　　した補修 コ ン ク リ
ー

ト構 造物 の 鋼材腐食 を

　 安全側の評価 と して 与え るこ とが で きた 。
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一9　質量減少率 と引張強さの 関係
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